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二
〇
〇
七
年
十
月
に
テ
イ
ン
セ
イ
ン
政
権
が
誕
生
し
、

民
主
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
気
に
国
際
社
会
の
脚
光
を

浴
び
た
「
ア
ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
称
さ
れ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
氏
率

い
る
国
民
民
主
連
盟
が
二
〇
一
五
年
に
選
挙
で
圧
勝
し

て
以
降
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
問
題
な
ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ

る
も
、
民
主
化
は
着
々
と
進
展
し
て
い
る
。
首
都
は
内

陸
部
の
ネ
ピ
ド
ー
だ
が
、
南
部
に
位
置
す
る
最
大
都
市

ヤ
ン
ゴ
ン
が
依
然
と
し
て
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
、
民
主
化
以
降
の
急
速
な
発
展
に
よ

り
、
停
電
の
頻
発
す
る
電
力
や
、
激
し
い
渋
滞
を
引
き

起
こ
す
道
路
網
、
水
質
に
問
題
が
あ
る
上
に
二
四
時
間

の
供
給
す
ら
実
現
で
き
て
い
な
い
上
水
道
、
生
活
排
水

を
垂
れ
流
し
続
け
る
下
水
道
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
の
拡

充
・
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
日

本
政
府
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
へ
の
転
換
を
受
け

て
積
極
的
な
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ヤ
ン
ゴ
ン
の
南
東
約
二
〇
㌔
㍍
に
位
置
す
る
テ
ィ
ラ

ワ
工
業
団
地
は
、
日
本
と
共
同
で
開
発
さ
れ
二
〇
一
四

年
よ
り
販
売
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
、
こ
の
工
業
団
地

内
の
水
道
は
、
近
く
の
湖
か
ら
取
水
し
た
水
を
浄
化
し

て
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
次
々
と
新
し
い
工
場
が
完
成

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

世界で活躍する日本の建設企業 ミャンマー連邦共和国

ー
入
り
の
高
強
度
推
進
管
を
日
本
か
ら
調
達
し
、
ジ
ャ

イ
ロ
シ
ス
テ
ム
や
自
動
滑
材
注
入
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
使

っ
た
泥
水
式
推
進
工
法
を
日
本
の
協
力
会
社
に
よ
っ
て

施
工
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
河
川
横
断

部
の
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
水
道
管
の
み
、
伸
縮
性
を
有
す

る
耐
震
型
の
Ｎ
Ｓ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
管
を
採
用
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
立
坑
築
造
工
〜
推
進
工
〜
配
管
工
ま
で

多
く
の
日
本
の
技
術
・
製
品
が
採
用
さ
れ
る
工
事
と
な

っ
て
い
る
。

　

本
工
事
は
、
特
に
日
本
の
高
い
技
術
力
・
品
質
が
要

求
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
も
注
目

度
の
高
い
工
事
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
更
な
る
発
展

に
貢
献
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
の
日
本
の

存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
も
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て

無
事
に
工
事
を
成
功
さ
せ
た
い
。

終
わ
り
に

ヤンゴン都市圏上水道
整備計画 バゴー川
横断配管建設工事

Myanmar

多くの日本製品を採用し、コンテナで輸送した。

バ
ゴ
ー
川
の
河
川
下
を
横
断
す
る
配
管
が
計
画
さ
れ
た
。

本
工
事
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
３
）
は
、
バ
ゴ
ー
川
の
両
岸
に

立
坑
を
築
造
し
、
長
距
離
泥
水
式
推
進
工
法
に
よ
っ
て

河
川
下
を
横
断
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
、
最
後
に
ト
ン

ネ
ル
内
に
ダ
ク
タ
イ
ル
管
の
水
道
管
を
敷
設
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

今
回
、
深
さ
約
三
七
㍍
と
な
る
立
坑
築
造
工
に
、
海

外
初
と
な
る
ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ
工
法
を
採
用
し
た
。
ア

ー
バ
ン
リ
ン
グ
工
法
は
、
セ
グ
メ
ン
ト
を
利
用
し
た
圧

入
ケ
ー
ソ
ン
工
法
で
あ
り
、
場
所
打
ち
の
圧
入
ケ
ー
ソ

ン
と
比
較
し
て
大
幅
に
工
期
の
短
縮
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
国
内
工
場
で
製
作
し
た
精
度
の
高
い
Ｒ
Ｃ

セ
グ
メ
ン
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
高
い
水
密
性
を
有

す
る
高
品
質
な
立
坑
が
築
造
で
き
る
。

　

ま
た
、
推
進
工
事
に
つ
い
て
は
、
延
長
約
八
二
〇

㍍
・
地
下
三
〇
㍍
と
い
う
日
本
で
も
数
少
な
い
河
川
下

の
長
距
離
推
進
と
な
る
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ

アーバンリング工法による発進立坑施工状況

到達立坑側からバゴー川を臨む。

し
つ
つ
あ
る
な
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
の
需
要
を
賄

え
な
く
な
る
た
め
、
新
た
な
水
源
を
利
用
し
た
水
道
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
、
日
本
の
円
借
款
に
よ
っ
て

「
ヤ
ン
ゴ
ン
都
市
圏
上
水
道
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

計
画
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
①
ヤ
ン
ゴ
ン

北
東
部
で
の
新
た
な
浄
水
場
の
建
設
②
浄
水
場
か
ら
テ

ィ
ラ
ワ
工
業
団
地
ま
で
の
導
水
管
敷
設
③
導
水
管
の
う

ち
バ
ゴ
ー
川
横
断
部
の
配
管
（
区
間
長
約
九
一
八
㍍
）

④
ヤ
ン
ゴ
ン
東
部
の
い
ま
だ
水
道
管
網
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
地
域
へ
の
新
た
な
水
道
管
網
の
構
築 

│ 

の
四

つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
当
社
が
受
注

し
た
の
は
、
③
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
３
」
で
あ
る
。

　

バ
ゴ
ー
川
は
、
当
該
箇
所
で
の
河
幅
が
約
六
五
〇
㍍
、

水
深
が
約
二
五
㍍
に
も
な
る
河
川
で
あ
る
。
導
水
管
の

配
管
ル
ー
ト
に
は
並
行
し
て
道
路
橋
が
あ
る
が
、
水
道

管
の
橋
へ
の
添
架
が
構
造
上
難
し
い
と
の
理
由
に
よ
り
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
３
工
事
概
要

世界で活躍する
日本の建設企業

パッケージ3概要図

プロジェクト全体図
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【本プロジェクトのパッケージ分割】
■パッケージ1：
　ラグンビン浄水場及び調整池建設工事
■パッケージ2：
　ラグンビン浄水場から
　ティラワ経済特別区までの導管敷設工事
■パッケージ3：
　バゴー川横断配管工事（本工事）
■パッケージ4：
　ヤンゴン市東部の配水管網整備工事

ヤンゴン国際空港

パッケージ4
配水管網整備

パッケージ1
調整池

パッケージ1
ラグンビン浄水場建設

パッケージ2
導管敷設

ティラワ
経済特別区（SEZ）

本工事位置
パッケージ3

バゴー川横断配管工事

ヤンゴン中心部

先行開発区域
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